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活動計画 

1. IRDBコンテンツランキングの公開 
– 平成27年度に開発された標記システムを改めて確認
し，公開する。 

2. アクセス統計提供サービス 
– IRDBコンテンツ分析に追加すべき機能を検討し，必
要に応じて開発する。 

3. アクセスログ解析 
– JAIRO cloudのアクセスログを解析し，必要に応じて

1)や2)にフィードバックする。 
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IRDBコンテンツランキング 

• 目的 

–自慢できそうな“ネタ”の提供 

–   
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自機関リポジトリの理解・活性化 

うちは成長率で
は負けないで！ 

それはおいといて，
幅広く色々集めて

ます。 

小規模だけど，
頑張ってます！ 本学は堂々の登

録数１位です。 

上手くリポジトリを紹介する材料(など)に！ 

つまり 



IRDBコンテンツランキング 
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アクセス統計提供サービス 

• なぜ必要？ 

–自機関の枠を超えて比較できると嬉しい 

 

 

 

• 類似サービス 

– IRUS-UK (UK) 

– OpenAIREも動きが 

• ”Scaling Usage Statistics across Repositories as an 

OpenAIRE Analytics Service”, OR2016,  2016.6.14  
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今月は〇〇アクセス！嬉
しいけど，凄いの…？ 

現状 

国内の平均が△△くらいだ
から…，凄いじゃないか！ 

未来 



おわりに（将来の願望?） 

8 

機関リポジトリ 
IRDBコンテンツ 

分析(＋α?) 

リポジトリ管理者 

著者 

・コンテンツ情報 

・アクセス情報 

関係者 

・フィードバック 

・IRのアピール 

・発見 

・発見 

・指標 


